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この事業報告書は、第２次地域福祉活動計画（Ｈ24～Ｈ28）

の進捗・評価の観点から、活動計画の推進項目と整合性を持

たせた構成としました。 
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全国的に、少子・高齢化の進行、人口減少や働き方など生活様式の変化に伴って、地域社会や

家庭の様相は大きく変容し、経済情勢や雇用環境は快復傾向にはあるものの、まだまだ厳しい状

況にあり、孤独死や自殺、ひきこもりなど社会的孤立問題、経済的困窮や低所得の問題、高齢者・

障害者などへの虐待、悪徳商法など、地域社会における生活問題は深刻化、複雑化しています。 
草津市においては、住みよさランキング２０１３の近畿圏１位の都市として、３０代から４０

代の子育て世代を中心に人口の増加が続いていますが、高齢者も増加傾向にあり、子育てから高

齢者までの幅広い課題と全国的な生活問題を抱えていると言えます。 
平成２５年度は、重点事業として、小地域福祉活動の推進を掲げ、職員が地域コーディネータ

ーとして地域に出向き学区社協と地域の福祉力を高める取り組みを進めました。 
また、地域サロン活動の拡大のため、立ち上げ支援を行うとともに、ボランティアや市民活動

の振興を図るため、講座や社協サロンを開催しました。 
相談事業につきましては、生活困窮者への生活福祉資金の貸付や、地域福祉権利擁護事業、ボ

ランティア相談、心配ごと相談など多様な相談に、相談者の心に寄り添い相談対応を進めてきま

した。 
このような事業展開を通じ、誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくりの推進を使

命とする社会福祉協議会は、「こころ温かく支えあい、住みつづけたい、福祉のまち・くさつ」

の実現に向けて、より一層の取り組みを進めてまいります。 
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(１)  地域福祉活動の周知・啓発 

 

子どもから高齢者まで一人ひとりが尊重され、くらしの課題を他人ごととしない福祉 

の風土づくりに取り組みました。 

 

①広報紙「社協くさつ」発行事業 
市社協広報紙「社協くさつ」を年４回発行し、住民の福祉活動に着目した広報・啓発に努めました。 

  ○平成２５年６月１５日号（№１３７）…福祉活動推進員養成講座、市社協事業計画・予算、報告・ 

決算、第２回ボランティアフェスティバル等 

  ○平成２５年９月１５日号（№１３８）…社協サロン、赤い羽根共同募金特集、はーいボランティ

アセンターです、介護者リフレッシュ事業、職員募集等    

 ○平成２５年１１月１日号（№１３９）…第２回ボランティアフェスティバル報告、地域サロン特

集、はーいボランティアセンターです、市民ふれあい秋

まつり、歳末たすけあい募金配分等、 

 ○平成２６年３月１５日号（№１４０）…収集ボランティア、地域福祉権利擁護事業特集、はーい

ボランティアセンターです、賛助会員紹介等 

 

 

 

 

 

 
②「広報くさつ」点字版作成・配布事業 

１級から４級の視覚障害があり、広報「くさつ」の配付を希望される方に、毎月１日号を基本に

点訳し、郵送しました。 

配付対象 配付先人数等 配付数 

視覚障害者 ４～５人 ４９部 

障害者福祉センター １２部 

 
③ホームページ作成事業 

ホームページにタイムリーな情報を掲載し、地域福祉活動への関心を高め 

  るため、今年度からは市民の方との新たな情報ツールとしてフェイスブックと 

ツイッターを開設しました。 

また、コミュニティ事業団と協働して貸出物品の情報サイト「レンタルねっ 

と☆くさつ」を立ち上げ、市民に貸出事業を活用しやすいようにしました。 

 

 

２.事業報告 
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④ふくちゃん啓発 
ボランティアフェスティバルやパワフル交流市民の日、また幼稚園のクリスマス会や町内会のイ

ベントに参加し啓発をおこないました。 

【他団体への貸出状況】 

学区 開催日 内    容 依頼団体 イベント参加人数

１ 草津 ５月１２日 民生委員児童委員の日
草津学区民生委員児童委

員協議会 
約１００人

２ 老上 ６月２９日 ボランティアまつり 
老上学区ボランティア連

絡協議会 
 約５００人

３ 老上 １０月１３日 湖州平４０周年記念 湖州平自治会 約１２０人

４ 志津 １１月 ３日 文化祭 青地第二町内会 約６００人

５ 玉川 １１月 ５日 萩まつり 
玉川学区民生委員児童委

員協議会 
約１,０００人

６ 志津 １２月１１日 
独居高齢者と志津幼稚

園とのクリスマス会 
志津地区社会福祉協議会 約１７０人

７ 大路 
平成２６年 

２月２３日 

ウインターフェスティ

バル 

ファミールハイツ草津町

内会 
約１５０人

 

 

⑤市社協のしおり作成 

市社協の活動を知っていただくために２，０００部作成し、賛助会員 

の募集や研修会等で配布しました。 

 

⑥敬老会の支援 

敬老月間に長寿を祝い、地域の支え合いや見守り活動につなげるための敬老会事業の実施を支援

しました。 

学区・地区 開催日 開催場所 対象者数 備考 

南笠東学区 ９月１４日（土） 南笠東小学校体育館 ８２８  

大路区 ９月１５日（日） 市立サンサンホール １,１６６  

笠縫学区 ９月１６日（月） 笠縫小学校体育館 ２,１４１  

 

台風のため中止 

 

矢倉学区 ９月１６日（月） 矢倉小学校体育館 １,４４４ 

笠縫東学区 ９月１６日（月） 笠縫東小学校体育館 １,４０８ 

老上学区 ９月１６日（月） 老上小学校体育館 ２,１４９ 

山田学区 ９月１６日（月） 市立武道館 １,６１６ 

志津南地区 ９月１６日（月） 志津南市民センター ３９３ 

玉川学区 ９月２２日（日） 玉川小学校体育館 １,２３２  

渋川学区 ９月２２日（日） 渋川小学校体育館 ９６３  

常盤学区 ９月２９日（日） 常盤小学校体育館 ９４１  

志津地区 ９月中 各町内会 １,５７８  

草津学区 ９月中 各町内会 １,７３７  
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⑦草津宿場まつりへの参画 

   草津市社会福祉協議会の事業啓発を目的に啓発ブースで出展しました。子ども向けクイズラリー

にも参加しＰＲに努めました。 

開催日：平成２５年４月２８日（日） 

場 所：天井川会場 

内 容：「ふくちゃん」グッズの販売、 

たこせん販売、ガチャガチャ 

共同募金、市社協キャラクター 

啓発 

 

 

 

⑧福祉を考える市民のつどい 

市民ふれあい秋まつりと合同開催しました。一般市民に対し福祉活動やボランティア活動を体験

してもらい、福祉活動について考えてもらうきっかけの場としました。 

また、市社協の事業についても啓発を行いました。 

開催日：平成２５年１１月１６日（土） 

場 所：草津市役所１階 

内 容：ボランティア体験、民生委員児童委員活動紹介、 

市社協事業紹介、地域サロン事業紹介・ガチャガチャ 

共同募金、市社協キャラクター啓発 

 

 

 

 

⑨社会を明るくする運動 

法務省の主唱により、すべての国民が犯罪防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築く目的で実施しました。 

  ○第６３回“社会を明るくする運動”草津市実施委員会の開催 

   開 催 日：平成２５年６月１７日（月） 

   場  所：社会福祉協議会 小会議室 

  ○街頭啓発 

 開催日：平成２５年７月１日（月） 

場 所：ＪＲ草津駅、ＪＲ南草津駅 

作文コンテスト 

参加校＝高穂中学校１６点・玉川中学校５０点 

入賞者＝玉川中学校から３名 

  ○協力団体：草津市、草津保護区草津支部保護司会、草津市 

青少年育成市民会議、草津市更生保護女性会、草津市ＢＢＳ会、草津警察署生活安全 

課、草津市青少年補導委員会、草津市教育委員会、草津市学区社会福祉協議会会長会 

 約１１５名 
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 ⑩近所力アップ講座 

地域に職員が出向き、より身近な福祉の専門職として、住民どうしのつながりや地域福祉活動の

大切さを伝えました。 

学区 開催日 

講座（研修）名 

依頼団体 

参加 

人数 テーマ 

１ 笠縫 ６月２９日 
みんなでトーク 

笠縫学区社会福祉協議会 ５０人
市社協事業について 

２ 草津 ７月１７日 

みんなでトーク 

草津団地 きらきらサロン ２５人高齢者が地域で元気に

暮らし続けるために 

３ 老上 ７月２０日 

みんなでトーク 

湖州平町内会 ５５人高齢者が地域で元気に

暮らしつづけるために 

４ 笠縫 ８月２０日 
みんなでトーク 

南出老人クラブ ２５人
地域福祉は近所の底力 

５ 草津 ９月２５日 
みんなでトーク 

ユウ・アンド・アイ １０人
市社協事業について 

６ 志津 １２月 １日 

山寺町福祉講座 

山寺町内会 ３０人みんなが健康で楽しく

暮らすために 

７ 南笠東 
平成２６年  

２月 ４日 

みんなでトーク 

南笠東シニアのつどい ２０人地域でだれもが安心し

てくらしていくために 

８ 草津 ２月 ８日 
草津学区民児協研修会 草津学区民生委員児童委員 

協議会 
２５人

市社協の事業について 

９ 志津 ２月２２日 

福祉交流会 

志津地区社会福祉協議会 ４０人
あなたが選んだ福祉推

進委員の関わりと今後

について 

１０ 笠縫 ２月２６日 
福祉講座 

笠縫学区社会福祉協議会 ２０人
福祉用具について 
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⑪社協サロン事業 

市民が気軽に集まり交流する場の提供として、講師を招いて 

講座を開催しました。 

○第１回「あなたが命の主人公」 

人生最期の生き方を自分で決め、人生の設計図や老いについ 

て語り、事前指示書「私の四つのお願い」を紹介しました。 

開催日：平成２５年１１月１０日（日） 

講 師：ＮＰＯ法人ゆうらいふ理事長 山田登喜子さん 

  参加者：２８人 

○第２回「脳が目覚める健康講座」 

約５年間にわたって「脳の健康講座」の実践を続けてきた講師 

が、多くの教室現場から学んだ「脳のゲーム」を交えて「元気が 

出る」お話しを行いました。 

開催日：平成２６年１月１２日（日） 

講 師：くもん学習療法センターエリアマネージャー杉江哲さん 

参加者：５０人 

 

 

 

    

(２) 地域福祉力の向上 

 

くらしの課題を共有し、解決に向けて地域福祉力の向上と住民主体の地域福祉活動の発

展をめざしました。 

 

①地域サロン活動支援 
地域サロン活動を通して、高齢者の見守り活動を推進し、身近な場所で支えあう関係づくりがで

きるよう、サロン活動の拡充に努めました。 

○平成２５年度の地域サロン 

地域サロン対象者：延５９，４８５ 人 

地域サロンボランティア数：延１６，１７５ 人 

町内会設置割合：５９．２％ 

支援員訪問回数：年１０回 

○年間回数別地域サロン設置状況の推移                 （単位：グループ） 

 Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 Ｈ２１年度 

年間２０回以上 １０６ １０１ ８８ ８１ ７２ 

年間１０回以上 ２０ １７ ２０ ２０ １３ 

計 １２６ １１８ １０８ １０１ ８５ 
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○平成２５年度学区別地域サロン設置状況詳細 

学区 

 

年間 20 回 

以上開催 

サロン数 

開催回数

（回） 

対象参加者数 

（人） 

年間 10 回 

以上開催 

サロン数 

開催回数

（回） 

対象参加者数 

（人） 

志津 ６ ２２２ ２，８１１ ２ ２３ ２２０ 

志津南  ３ ９３ １，６２７ ０ ０ ０ 

草津 ７ ４３２ ４，４４３ １ １２ １３４ 

矢倉  ９ ３７７ ５，９５８ １ ９ ２７６ 

大路 １０ ５７７ ５，５４７ １ １３ １０６ 

渋川 ７ ３３３ ４，７４１ ４ ４８ ５９４ 

老上 ６ ３２６ ４８７０ ４ ４８ ７０３ 

玉川 ６ １７７ ２，８４８ ０ ０ ０ 

南笠東 ２ ７０ １，８９８ ０ ０ ０ 

山田 １６ ６２７ ９，０２８ １ １１ １８８ 

笠縫 １２ ４２１ ５，４３１ ２ ３０ ３６６ 

笠縫東 １０ ２２３ ２，９２８ ０ ０ ０ 

常盤 １２ ３９２ ４，４８０ ４ ４６ ２８８ 

計 １０６ ４，２７０ ５６，６１０ ２０ ２４０ ２，８７５ 

 

○地域サロン立ち上げ講座 

これから立ち上げようとする方や、現在活動しているけれど、もう一度話を聞いてみたい方、日ご

ろの思いや悩みを相談したい方を対象に開催しました。 

開催日：平成２５年１１月２９日（金） 

内 容：「地域サロンの取り組みと必要性」 

「わたしの実施しているサロンについて」 

     地域サロンなんでも相談 

参加者：３３人 

 

 

②地域サロン交流会 
日頃の思い、悩みなどを話し合い他のサロンと横のつながりを持ち課題を共有することで、今後

の活動に活かしていただくとともに、併せておもてなしの大切さ・つながることの大切さを学んで

いただくことを目的に開催しました。 

開催日：平成２６年２月２５日（火） 

内 容：日本南京玉すだれ協会 A級指導者 八房香壽さんによる傘まわし、皿回し、 

八房流玉すだれ、交流会 

コーディネーター：琵琶湖愛輪会 特別養護老人ホーム松の浦湯治の郷開設準備室 

施設長の扇田宗親さん 

 テーマ：「これからのサロンに求められるもの」 

       「さぁ！まじめなおしゃべり始めましょう」 

        「自分の町内のちょっといい話」 

参加者：７８人 
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③地域サロン活動備品貸出 
地域サロンの活動内容の充実や、地域サロンの啓発を目的としてサロン活動備品の貸出をしまし

た。 

地域サロン貸出備品 貸出数 利  用  団 体 

カロム ３台 地域サロン、福祉団体、老人会、 

輪投げ １１台 地域サロン、老人会、 

回想かるた １２セット 地域サロン、福祉団体、老人会 

唱歌カルタ ８セット 地域サロン、老人会 

とと合わせ ９セット 地域サロン、老人会 

十二支ビンゴ ５セット 地域サロン、町内会 

フックボールボードセット ４セット 地域サロン、老人会 

麻雀セット ３５セット 地域サロン、学区社協、ＮＰＯ法人 

ビデオ・ＤＶＤ １７本 地域サロン、老人会、民児協 

ミュージックベル ８セット 地域サロン 

トリコロキューブ ３セット 地域サロン 

新・十扇 １セット 地域サロン 

パスタマシーン １セット ボランティアグループ 

歌集 ３０冊 地域サロン、ボランティアグループ 

プロジェクター ９台 地域サロン、ボランティアグループ 

音響一式 ８セット 
地域サロン、ボランティアグループ、福祉団体、

町内会 

 

④寝たきり・認知症予防助成 
草津市老人クラブ連合会が実施する高齢者を対象とする健康増進事業に対して助成し、活動を支

援しました。 

 
⑤障害児者介護者リフレッシュ支援 

肢体不自由児者父母の会が中心となり実施する、肢体不自由児者や知的障害児者家族の心身リフ

レッシュと介護者同士の交流・情報交換のための支援を行いました。 

 

⑥知的障害者社会参加自立支援 

草津市手をつなぐ育成会が中心となり実施する、共同作業所等で働く知的障害者の社会参加を促

す交流や余暇活動を支援しました。 

 

⑦視覚障害児者支援 

草津点字グループあゆみ会に情報紙の点訳を依頼し、視覚障害者への情報提供を行いました。 

 

⑧いきいきふれあい大運動会助成 

草津市心身障害児者連絡協議会が主催しているいきいきふれあい大運動会事業へ助成し、活動を

支援しました。 
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⑨子ども福祉活動助成 

草津市子ども会指導者連絡協議会が実施する福祉活動事業へ助成し、活動を支援しました。 

 

⑩福祉機器リサイクル（貸出事業） 

福祉用具（車椅子・補聴器）の貸出やリサイクル事業を実施しました。 

○車椅子・補聴器 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

車椅子 19 ７ ９ 21 ８ 14 20 ９ 11 ７ ７ 12 144 

補聴器 ０ ０ ０ １ １ ２ １ ３ ０ １ ０ １ 10 

 

⑪福祉車両貸出 
家庭の事情や経済・身体状況などにより病院などの送迎が必要な方に対して福祉車輌を貸出すこ

とで、安心・安定した生活が送れるようにボランティア登録していただいている送迎ボランティア

に依頼し送迎を支援しました。 

 平成２５年度 平成２４年度 平成２３年度 

送迎ボランティア数 ８人 １０人 １１人 

送迎依頼者数 １９人 ２０人 ２２人 

送迎対応件数 ３６５回 ３７６回 ３６１回 

 

⑫高齢者介護者リフレッシュ 
介護者が日頃の介護からはなれて介護者同士で交流し、困りごとや悩み、介護の工夫を話し合い、

気持ちの共有とつながりづくりをはかっていただきました。前年度、「交流の時間を多くもってほ

しい」との要望をうけ、今年度は参加者同士の交流する時間を多く持ち、参加者からは「リフレッ

シュできた」という声を多数聞くことができました。 

開催日：平成２５年１１月２６日（火） 

場 所：ロイヤルオークホテル 

内 容：交流会、食事会、ギターに合わせて歌唱 

対 象：草津市内に住んでおられる寝たきりや認知症などの高齢者を現在在宅で介護されている方 

参加者：２７人 
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⑬社会福祉功労者等表彰式典 

   市民ふれあい秋まつりと合同開催し、長年活躍している地域福祉活動者やボランティアに対して

その功績を称え表彰し、活動を応援しました。 

また、社会福祉の向上のため寄附された個 

人や団体に感謝の意を表彰しました。 

  開 催 日：平成２５年１１月１６日（土） 

  開催場所：草津市役所 ２階特大会議室 

 内      容 対象者数 

 

 

表彰状 

民生委員児童委員として９年以上地域福祉活動の推進に寄与された功績 ４５人 

社会福祉協議会、社会福祉施設および社会福祉関係団体等の役員として地

域福祉活動の推進に寄与された功績 

６人 

長年にわたり地域福祉活動の推進に尽力された方々 ８人 

長年にわたり地域福祉活動の推進に尽力された団体 ６団体 

 

感謝状 

社会福祉の向上のため寄附いただいた方々 ５人 

社会福祉の向上のため寄附いただいた団体 ２４団体 

長年にわたり地域福祉活動に積極的に協力された功績 １人 

 

⑭福祉活動推進員(市民コーディネーター)育成講座の開催 
本講座修了者は、平成２３年度からの３年間で合計９９人になりました。 

本講座は、地域福祉活動のリーダー格の養成・育成と活動者の拡大を目的として地域福祉に関す

る知識や情報を習得していただき地域福祉活動の理解を深め実践力を養うための学習の場として

開催しました。また、養成講座での基本的な学習を踏まえ、地域で熱心に活動を進めている実践者

の経験発表から学び、身近な地域で福祉活動に一歩踏み出すための知識や技術を身につけていただ

くためのステップアップ講座を開催しました。 

○第一講座 

開催日：平成２５年８月２６日（月） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「現在社会の変化 －大きく変わってきた“草津”を知る－」 

講 師：びわこ学院大学教育福祉学部教授 平尾良治さん 

参加者：６８人 

○第二講座 

開催日：平成２５年９月２６日（木） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「今、なぜ地域福祉なのか 

－くさつ・まちの変化とわたしたちのくらし－」 

講 師：びわこ学院大学教育福祉学部教授 平尾良治さん 

参加者：５２人 
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○第三講座 

開催日：平成２５年 1０月２８日（月） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「地域福祉活動における行政と社会福祉協議会の役割 －社会福祉・地域福祉は－」 

講 師：びわこ学院大学教育福祉学部教授 平尾良治さん 

参加者：５４人 

○第四講座 

開催日：平成２５年１１月１８日（月） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「学区社協の活動とくらしにかかわるいろんな「ひとやところ」との連携」 

講 師：びわこ学院大学教育福祉学部教授 平尾良治さん 

    参加者：５１人 

○第五講座 

開催日：平成２５年１２月 1６日（月） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「講座のまとめ 福祉活動推進員って －地域福祉活動と住民主体－」 

講 師：びわこ学院大学教育福祉学部教授 平尾良治さん 

参加者：５０人 

【講座参加者数】                          

第一講座 第二講座 第三講座 第四講座 第五講座 
参加者のべ人数 修了証交付人数 

参加者数 参加者数 参加者数 参加者数 参加者数 

６８人 ５２人 ５４人 ５１人 ５０人 ２７５人 ４２人 

 

⑮第１回地域福祉活動ステップアップ講座 

開催日：平成２５年９月７日（土） 

場 所：市社協２階大会議室 

演 題：「あらためてみつめよう！地域福祉活動と社会福祉協議会の役割」 

講 師：京都ノートルダム女子大学准教授 酒井久美子さん  

対 象：市社協理事、監事、評議員、市議会議員、各学区・地区・区民児協会長、 

平成２３・２４年度福祉活動推進員育成講座修了者、 

平成２５年度福祉活動推進員養成講座受講者、地域福祉権利擁護事業生活支援員等 

参加者：１５７人 
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⑯第２回地域福祉活動ステップアップ講座 

開催日：平成２６年２月１８日（火） 

場 所：市社協２階大会議室 

   演 題：「生活のしづらさに私たち住民はどう向き合うのか」 

講 師：大谷大学文学部社会学科教授 山下憲昭さん 

報告者：草津市民児協会長、志津南地区社協会長、 

山田学区社協会長、市社協事務局 

対 象：各学区・地区・区社協会長、各学区・ 

地区・区民児協会長、平成２３・２４・ 

２５年度福祉活動推進員育成講座修了者他 

参加者：５６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)ボランティア活動の充実と住民参加の仕組みづくり 
 

住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動するボランティアの輪を広め、絆が実感

できるまちづくりを推進しました。 

 

①ボランティアセンター運営 
ボランティアコーディネーターによるボランティアセンターの使命である住民の福祉力を高め、

地域の生活課題の解決をすすめ、多様なボランティアや市民活動の振興に努めました。 

○ボランティア派遣依頼 

地域サロン依頼 ２０件 団体依頼 ６１件 個人依頼 ４件 

 

○ボランティアの推移 

年度 
登録ボランティア 

グループ数 
人数（人） 

個人ボランティア 

登録者数 

社協登録 

ボランティア人数 

H２０ ９４ １，７４０ ９０ １，８３０ 

H２１ １１３ １，８８５ ７６ １，９６１ 

H２２ １３３ ２，２９５ ９５ ２，３９０ 

H２３ １４０ ３，４１０ ４１ ３，４５１ 

H２４ １５９ ３，５１２ １１ ３，５２３ 

H２５ ２０７ ４，３４９ ８ ４，３５７ 
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②ボランティア保険加入促進 
   ボランティア活動が安 

  心しておこなえるよう「ボ 

 ランティア活動中のさま 

 ざまな事故によるケガや 

損害賠償責任を補償する」 

ボランティア活動保険の 

加入の促進に努めました。 

 
 
 
 

③ふれあい基金活動助成 
   ボランティア活動の裾野拡大を目的に滋賀県社会福祉協議会より活動助成を受けました。 

  

 
④収集ボランティア啓発 

   身近なボランティアを広げるために、使用済み切手・カード、書き損じはがき、プルトップ、ペ

ットボトルキャップなどの収集啓発に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

保 険 種 類 平成２５年度 

ボランティア活動保険     Ａプラン 

               Ｂプラン 

天災Ａ 

天災Ｂ 

連協加入 

２，２２２人 

７１５人 

１６人 

３２人 

６５０人 

ボランティア行事用保険 １１５件 

送迎サービス保険 １件 

福祉サービス総合補償 ６件 

№ グループ名 助成内容 

１ ラブフレンドリー ユニフォーム購入代 

２ 菜のはな プロジェクター購入代 

３ α工房「くさつ」 機器・機材・材料購入代 

４ スターダスト プリンター・キーボード台購入代 

収   集   品 受入件数 

使用済み切手 ９０件 

使用済みカード ９件 

書き損じはがき ４件 

プルトップ １７４件 

ペットボトルキャップ【障害者施設へ届けた重量】 

４月：１９kg、５月：３２．２kg、６月：１８kg、７月：２４.５kg、 

８月：３２kg、９月：２１kg、１０月：６８.４kg、１１月：４７kg 

１２月：４５kg、２月：７０．６kg、３月：１４１kg  計５１８．７kg 

３８８件 
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⑤ボランティアグループリスト作成 
ボランティアグループ間で情報を共有していただき、活動の活性化 

につなげることを目的に作成しました。 

また、ボランティアグループと地域サロンを一緒に記載することで 

地域サロンにボランティアグループが参加する機会が増えました。 

 

⑥福祉教育の推進・ボランティア体験教室 
   ボランティア活動や地域福祉活動の理解を広げるため、ボランティア体験教室を行い、学校等へ

福祉教育を支援しました。 

 

⑦手話レベルアップ講座 
聴覚障害者の日常生活上の初歩的なコミュニケーションの支援と交流活動を促進するため、手話

奉仕員養成講座入門課程修了者が同講座基礎課程に入学できるように手話レベルアップ学習会を

実施し、手話奉仕員の養成を図りました。 

№ 開催日 会場 内容 参加者 

１ 
平成２５年 

５月１７日（金） 

市役所８階 

大会議室 
開校式、自己紹介 ２１人 

２ ５月２４日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

講演：「聴覚障害者の仕事と夢」 

講師：西浦有紀さん 
１９人 

３ ５月３１日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

前回の復習 

友人との会話 
１６人 

４ ６月 ７日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

講演：「聴覚障害者の仕事の悩み」 

講師：新井有美子さん 
１７人 

５ ６月１４日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

前回の復習 

医療現場にて 
１６人 

６ ６月２１日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

講演：「聴覚障害者の活動や取り組み」 

講師：安井悠子さん 
１６人 

７ ６月２８日（金） 
市役所８階 

大会議室 

前回の復習 

仕事の悩み 
１７人 

８ ７月 ５日（金） 
草津アミカホール 

文化教室１ 

講演：「聴覚障害者の家庭生活」 

講師：河野和代さん 
１７人 

９ ７月１２日（金） 
市役所８階 

大会議室 

第１講座～第８講座の 

まとめ 
１７人 

１０ ７月１９日（金） 
市役所８階 

大会議室 
閉校式、交流会 ２０人 

※受講修了証交付者 １７人（受講者：２４人） 

 

 

 

 

 点字体験 手話体験 盲導犬の理解 計 

小学校 ３回 ３回 ３回 ９回 

中学校 １回 １回   ２回 

計 ４回 ４回 ３回 1１回 
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⑧いきいき百歳体操サポーター養成講座 
  高齢者の介護予防のために考案された体操を地域に広めるサポーターを養成し、地域サロンなど

に広めるために、講座を実施しました。 

 

⑨傾聴講座の開催 
   ボランティア活動を始める際には、「傾聴」はコミュニケーションを図るための重要な手段のひ

とつです。聴く力を高め、人とのつながりをより豊かなものにします。 

第１回の講座は、心配ごと相談所相談員や地域福祉権利擁護事業生活支援員、市民児協研修委員

会の研修と位置付け、ボランティア活動に興味のある市民の皆さんの参加を得て開催しました。 

また、受講者の中から電話訪問事業の傾聴ボランティアとして傾聴ボランティア育成講座を受講

いただき、２人の方が登録していただきました。 

○第１回傾聴講座「聴く姿勢とは～傾聴について考える」 

開催日：平成２５年１０月１５日（火） 

講 師：京都華頂大学准教授 武田 康晴さん 

参加者：８２人 

 

○第２回傾聴講座「先輩ボランティアの活動紹介」「ボランティア活動について」 

開催日：平成２５年１０月２９日（火） 

内 容：１．先輩ボランティアの活動紹介 

発表者：「傾聴ボランティアひばり」森田恵美子さん、「送迎ボランティア」 

岡進一さん、手話サークルびわ湖」藤野茂子さん 

２．ボランティア活動について 

講 師：市ボランティアセンター職員 

参加者：３２人 

 

○傾聴ボランティア育成講座「電話訪問基礎講座ⅠⅡⅢ」 

開催日：平成２５年１１月１５日・２２日、１２月６日 

講 師：精神保健福祉士 久保憲二さん 

 
 

回 開催日 内容 参加者 

１ １０月 １日 

１０月 ４日 

・サポーターの心得 

・いきいき百歳体操の体力評価の方法、実技練習Ⅰ 

２４人 

２ １０月 ８日 

１０月１１日 

・介護予防の必要性といきいき百歳体操の効果 

・いきいき百歳体操の実技練習Ⅱ 

２３人 

３ １０月１５日 

１０月１８日 

・適度な休養の必要性 

・地域でのリスク管理の方法、実技練習Ⅲ 

２４人 

４ １０月２２日 

１０月２５日 

・水分補給の必要性 

・いきいき百歳体操の指導練習Ⅰ 

２３人 

５ １０月２９日 

１１月 １日 

・おもりの増減の考え方 

・いきいき百歳体操の指導練習Ⅱ 

２４人 

６ １１月 ５日 

１１月 ８日 

・サポーターの今後の活動について、指導練習Ⅲ 

・ボランティアグループ「虹」の活動説明 

２３人 
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⑩「よみ～な」の発行 
ボランティア活動の支援や情報提供の一環として３回発行しました。 

配布先：市ボランティアセンター登録グループ、市内福祉施設、学区社協、学区民児協、人権

センター、市民センター、シルバー人材センター、隣保館、コミュニティ事業団、図

書館、アミカホール等 

№ 発 行 号 内      容 

１ 平成２５年５月号 
ホームページで情報発信、ボランティア募集、県社協ふれあい基金助成、

事業募集、ボランティアフェスティバル募集、ボランティアセンター登録 

２ 平成２５年７月号 第２回ボランティアフェスティバルのご案内、参加申込書 

３ 平成２６年２月号 平成２６年度ボランティア活動保険案内、ボランティア募集 

 

⑪移動ボランティアセンター 
イベントや企業に出向き、ボランティア活動の理解と参加の促進を図りました。 

 

⑫市ボランティア連絡協議会助成 

   ボランティアグループの横のつながりを強化し活動を広げるため、ボランティア連絡協議会活動

を支援しました。 

  ○加入グループ ５６グループ、会員数１，０４５名 

 
⑬ボランティア活動グループ助成 

   市ボランティアセンターに登録しているグループを対象にボランティア活動の推進を図ること

を目的に助成しました。 

○助成団体数 ： ７５グループ 

 
 

開 催 日 事  業  名 内    容 

 ５月１０日（金） オムロンデー 

草津市ボランティアセンターの啓発、手

話・点字の体験、盲導犬・介助犬の理解、

ＡＥＤ体験、車イス体験、高齢者擬似体験、

ぞうきん縫い 

６月 ９日（日） 老上学区ボランティアまつり 

地域サロン貸出備品の紹介・体験、折り紙

コーナー、ボランティア相談・受付コーナ

ー 

１１月１６日（土） 福祉を考える市民のつどい 

ガチャガチャ共同募金、ふくちゃん着ぐる

み啓発、ふくちゃんグッズ販売、ボランテ

ィア連協（防災クイズ）、民生委員児童委員

パネル啓発、地域サロン備品紹介、市社協

事業パネル啓発 
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⑭民間助成の支援（意見書作成） 
高齢者・児童・障害児者福祉活動を資金面で応援するため、各種機関から助成制度があり、意見

書を添付することで民間助成を支援しました。 

○しがぎん福祉基金助成   ５団体申請 

○地域福祉活動振興基金（内藤基金） 助成   1 団体申請 

○大阪ガスグループ福祉財団「高齢者の福祉および健康づくりに関する調査・研究助成」 １団体申請 

○大阪ガスグループ福祉財団「高齢者福祉助成」 １団体申請 

○滋賀県社会福祉協議会 高齢者自主活動グループ新規立ち上げ支援事業助成   １団体申請 

○滋賀県社会福祉協議会 子ども未来基金子育て支援活動助成   １０団体申請 

○滋賀県社会福祉協議会 ふれあい基金助成   ５団体申請 

 
⑮滋賀県レイカディア大学「地域活動体験学習」活動支援 

   滋賀県レイカディア大学では、学生が地域の担い手として登場できるよう支援することを設立の

目的の一つとしています。その具体的なプログラムの一つとして、卒業後の地域活動をより確かな

ものにしていくため、地域との関わりやつながりを自らつくる体験を市ボランティアセンターが支

援するため、ボランティア活動説明会ならびに既存のボランティアグループに繋げました。 

○ボランティア活動説明会 

開催日：平成２５年１１月１９日（火） 

場 所：草津市社会福祉協議会 大会議室 

内 容：１）「ボランティア活動のてびき」に基づきボランティア活動をする上で注意しなけれ 

ばならないことを説明 

２）「平成２５年度ボランティアグループ地域サロン活動リスト」に掲載されているボ 

ランティアグループと調整 

参加者：２５人 

 

⑯ボランティアフェスティバル 
   ボランティア活動に参加するきっかけづくりや活動者どうしのつながりをつくるきっかけづく

りになることを目的に、楽しく交流・体験できるイベントとして、ジャンルや年齢を越えて人と地

域とがつながる場づくりとして実施しました。 

開催日：平成２５年９月７日（土） 

参加者：来場者３００人、ボランティア８６人          

内 容 

・映画上映「石巻市立湊小学校避難所」 

・ボランティア音楽祭 

   出演者：玉川高校吹奏楽部、堀内圭三氏、佐々木春助氏 

佐藤望氏、まこ兄、ＮＳファミリー、ＹＭＢＣ 

・モールアートワークショップ「モールでつくる簡単マスコット～まげてねじって巻きつけて～」 

    講 師：キタナカアツシさん 

・市社協と若竹作業所のコラボ企画「葦ではがきをつくろう！」 

  ・癒しの部屋：協力者：㈱ポーラフローレス店、ネイル井原真紀さん、ハンドケア古川三規子さん 

・飲食・物販・啓発エリア 

   協力者：コスモス成年後見サポートセンター、セカンドライフサポート、ワークパートナーきら 

ら、ゆかい家、若竹会若竹作業所、ワークステーション若竹、テックウィン草津、アイ 

コラボレーション、こなんＳＳＮ、草津市コミュニティ事業団、宅配クック１２３、い 

ちたろう、Ｒｅｕｎｉｏｎ、ポーラ、ふれあいハウス絆、山田２１ふるさと健幸推進委 

員会、鳩が森麺の会、草津市ボランティア連絡協議会 
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⑰災害ボランティアセンター 
災害ボランティアセンター運営協議会の構成団体による運営訓練を実施しました。 

○災害ボランティアセンター運営協議会議の開催 

 開催日：平成２６年２月２６日（水） 

 会 場：草津市社会福祉協議会大会議室 

内 容：草津市災害ボランティアセンター運営協議会会長・副会長の選任について 

高島市災害ボランティアセンターに参画して（報告） 
災害ボランティアセンター運営訓練（案）について 

 参加者：草津市ボランティア連絡協議会 草津市老人クラブ連合会 草津市赤十字奉仕団 

草津市エルダー婦人会 草津市更生保護女性会 草津市青年会議所 草津市災害ボラ

ンティアコーディネーター会 草津ワイズメンズクラブ 草津市コミュニティ事業団 

草津市危機管理課 社会福祉課 滋賀県社会福祉協議会 草津市社会福祉協議会 

○災害ボランティアセンター運営訓練 

目 的：災害発生時の草津市災害ボランティアセンターの運営を円滑かつ効果的に進めるととも 

に、同センターの運営を担う運営協議会の構成団体間の連携を深める。 

開催日：平成２６年３月１５日（土） 

会 場：草津市社会福祉協議会 

対 象：災害ボランティアセンター運営協議会構成団体 

内 容：災害ボランティアセンターの運営に係る活動業務の確認 

参加者：５４人 

 

 

 

 

(４)地域生活を支える事業の推進 
 

①地域福祉権利擁護事業の充実  

判断能力が充分でないため、毎日の暮らしのなかで福祉サービスの利用手続きや日常のお金の 

管理が不安な人が、地域で安心して生活を送れるように支援する地域福祉権利擁護事業の充実に努 

めました。自立生活支援専門員により相談、契約、支援計画を作成し、生活支援員と共に計画に基 

づく支援を行いました。 

 

●自立生活支援専門員、生活支援員による生活支援 

自立生活支援専門員による相談、契約、支援計画を作成し、生活支援員による計画に基づく

支援を行いました。 

【相談件数】                                 （単位：件） 

     Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 Ｈ２１年度 

高齢者 １４８（ ９９） ２９４ ９１ １２３ １３７ 

知的障害者 ２２２（ ４４） ２３８ ９７ ９２ ７０ 

精神障害者 ３１３（１５０） ２４０ １１８ ８１ ９８ 

その他 ３（  ０） ８５ ２４ ６ ６ 

計  ６８６（２９３） ８５７ ３３０ ３０２ ３１１ 

※平成２４年度からは、１日の相談回数、内容、項目ごとすべてをカウントしました。 

※（  ）は生活保護受給者からの相談件数です。 
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【契約件数】                                  （単位：人） 

    契約 

内容 

分 類 

Ｈ２４年度 

契約件数 

（A） 

Ｈ２５年度 

解約件数 

（B） 

Ｈ２５年度 

新規契約件数 

（C） 

最終契約件数 

（内生活保護） 

（A）－（B）＋（C） 

高齢者 １０ １ ０ ９（ ５） 

知的障害者 １９ ２ ３ ２０（ ３） 

精神障害者 １２ ２ １ １１（  ５） 

身体障害者 ０ ０ ０ ０（ ０） 

合 計 ４１ ５ ４   ４０（１３） 

 

【契約件数の推移】                             （単位：件） 

 Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 Ｈ２１年度 

高齢者 ９ １０ １６ ２５ ２５ 

知的障害者 ２０ １９ ２１ １２ １０ 

精神障害者 １１ １２ １０ ６ ６ 

その他 ０ ０ １ １ １ 

計 ４０ ４１ ４８ ４４ ４２ 

 

【支援回数】                                （単位：回） 

 Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 Ｈ２１年度 

支援回数 ６９０ ７３６ ７２１ ５５９ ４６３ 

 
内生活保護
受給者支援

回数 

２８９ ２２２ ２８３ ２６４  

○関係機関との連携 

   各利用者のケース会議やケアカンファレンスに随時参加 

  ○行政会議への参画 

   高齢者虐待判定・対応方針会議（年／６回）、権利擁護事例検討会（年／６回）、地域包括支援セ 

ンター・長寿福祉課からの相談件数１４件 

○支援専門員の体制 

支援専門員の複数制を導入（現在３人） 

 

 

●地域福祉権利擁護事業の啓発 

地域福祉権利擁護事業の内容や仕組みを地域の人や 

専門職の集まりなどを通じて周知啓発に努めました。 

また、「社協くさつ」での特集記事掲載をおこないました。 

 

 

 

 

 

（社協くさつ３月１５日号） 
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●生活支援員の研修会の開催 

生活支援員のスキルアップのための研修会を開催しました。 

○生活支援員の配置：２０人（男性７人、女性１３人） 

○生活支援員の研修 

 開催日 会場 内 容 参加者 

１ 

 

６月２４日（月） 

７月 ８日（月） 

 

県社協 

 

 

生活支援員/新任職員研修会 

・対人援助技術とコミュニケーション 

・権利擁護とは 

・地域福祉権利擁護事業について 

３人 

２ ９月 ７日（土） 

 

市社協 

 

平成２５年度草津市社会福祉協議会講演会 

・地域福祉活動と社会福祉協議会の役割 

５人 

３ １０月１６日（水） 

１０月２９日（火） 

 

市社協 

 

 

傾聴講座 

・聴く姿勢とは～傾聴について考える～ 

・ボランティア活動について 

９名 

４ １１月２７日（水） 

１２月 ３日（火） 

１２月 ５日（木） 

１２月１７日（火） 

 

県社協 

 

 

 

 

 

平成２５年度地域福祉権利擁護事業生活支 

援員/新任職員研修会 

・認知症の人の理解と支援について  

・精神障害者の理解と支援について 

・知的障害者の理解と支援について  

・成年後見制度について       

延べ 

１２人 

②心配ごと相談・貸付事業の充実 

●心配ごと相談所開設 

    住民の皆さんの身近なくらしの相談窓口としての「心配ごと相談所」を開設し、相談機能の充

実を図りました。 

  ○月曜日から金曜日、第２日曜日に開設しました。 

   ○弁護士相談は、原則第１・第３水曜日に開設しました。 

   ○「ゆかい家」にて毎週月曜日に出張心配ごと相談所を開設し、より多くの市民のみなさまに利 

用していただけるよう取り組みました。 

   ○年４回発行の市社協広報紙「社協くさつ」に毎回掲載し、周知に努めました。 

○相談件数：４７３件 （うち ゆかい家 ６８件） 

   ○平成２５年度相談内容 

内容 
件  数 

内容 
件  数 

内容 
件  数 

H２５年度 H２４年度 H２５年度 H２４年度 H２５年度 H２４年度 

離婚 ２９ ２７ 生計 ２８２ ３６１ 精神保健 ５ １０ 

家族 ２２ ４９ 財産 １５ １７ 苦情 ２４ ２２ 

人権・法律 ２ ３ 住宅 ６ ６ 職業・生業 ６ １９ 

事故 ６ ３ 消費者問題 ３ ５ 医療 ６ ４ 

結婚 １ １ 環境 ２ ２ 高齢者福祉 ６ ５ 

年金 １ ０ 児童福祉 ０ ０ 教育・青少年 ０ ３ 

心身障害児童福祉 ３ ３ 母子父子福祉 ０ ０ その他 ５４ ４３ 

合計件数 ４７３ ５８３ 
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○相談員連絡会の開催 

    相談員どうしの情報交換やスキルアップのための研修会を年６回開催しました。 

  ○相談員研修会 

    開催日：平成２５年５月２１日（火） 

    場 所：まちづくりセンター 

    内 容：京町法律事務所 田口勝之弁護士より「相続・遺言の要点」についての講義 

   ○桑名市社会福祉協議会より心配ごと相談員視察研修 

    開催日：平成２５年１１月１９日（火） 

    場 所：草津市社会福祉協議会 

    内 容：桑名市より８人来所。情報交換や意見交換を行い、交流を深めました。 

 
●高額介護サービス費貸付 

介護保険利用者の自己負担額を超えた額を貸し付ける事業を受託しました。 

貸付件数：０件 

 

●生活つなぎ資金貸付 

民生児童委員と連携し、一時的に生活困難に陥った世帯に生活のつなぎの資金として貸付け

しました。 

 

【貸付相談件数】 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

Ｈ25 年度 6 9 5 7 5 7 5 7 6 8 8 5 78 

Ｈ24 年度 7 11 7 19 9 18 8 13 13 6 12 14 137 

Ｈ23 年度 1 6 7 10 9 8 8 5 13 7 9 8 91 

Ｈ22 年度 10 5 4 14 5 9 2 8 5 7 5 7 81 

Ｈ21 年度 8 7 10 9 13 8 18 6 6 8 8 13 114 

 

【貸付状況】 

 Ｈ25 年度 Ｈ24 年度 Ｈ23 年度 Ｈ22 年度 Ｈ21 年度 

貸付件数 ５６件 ６６件 ４９件 ６３件 ８８件 

貸 付 額 2,510,000 円 2,860,000 円 1,921,500 円 2,580,000 円 3,891,000 円 
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●生活福祉資金貸付 

生活福祉資金相談員による生活福祉資金の貸付相談や貸付手続きをし、借受人の自立に向け

て支援をしました。 

【貸付相談件数】 

 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

Ｈ25 年度 14 11 7 12 15 8 14 15 11 7 5 12 131 

Ｈ24 年度 14 14 5 12 17 14 12 16 6 13 21 20 164 

Ｈ23 年度 13 22 14 6 14 13 14 18 11 17 20 15 177 

Ｈ22 年度 11 17 6 12 13 12 8 17 15 20 17 22 170 

Ｈ21 年度 8 11 5 5 9 7 15 9 7 14 10 16 116 

【貸付件数】 

 

総合

支援

資金 

福祉資金 
教育支

援資金 

不動産担

保型生活

資金 

臨時特例 

つなぎ 

資金 

生活復

興支援

資金 

計 
緊急小口資金 福祉費 

Ｈ25 年度 9 9 7 7 0 0 0 32 

Ｈ24 年度 17 12 3 14 2 0 0 48 

Ｈ23 年度 28 14 3 10 0 0 1 56 

Ｈ22 年度 31 13 8 6 0 3  61 

Ｈ21 年度 6 54 2 5 0 3  70 

 

③小地域福祉活動における民生委員・児童委員との連携 

●草津市民生委員児童委員協議会事務局 

    毎月２３日を定例として総務会、必要に応じて総務委員会を開催し、単位民児協の活動を支援

しました。総務会の開催に向けて役員会を行うことで総務委員どうしの連携強化を行うとともに、

市民児協に組織されている部会（５部会２委員会１連絡会）が有効に機能するよう支援しました。 

    また、市社協職員の学区担当制による情報提供やアドバイスを行い、個別援助活動が円滑に行

われるよう民生委員児童委員活動に支援・協力しました。 

 

●独居高齢者電話訪問 

    ７０歳以上の一人暮らし高齢者で話し相手を希望する方に、傾聴ボランティアによる電話訪問

することで孤立や孤独に陥らないように民生委員・児童委員と連携し支援しました。傾聴ボラン

ティアの情報交換やスキルアップの場として傾聴ボランティア連絡会を毎月第２金曜日に開催

しました。 

    利用者：１０人 傾聴ボランティア：８人 

    電話訪問回数：１２６回 

【月別電話訪問回数】 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

回数 １０回 ９回 ９回 ９回 ８回 ９回 １０回 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

回数 １３回 １３回 １２回 １１回 １３回 １２６回 
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  ○傾聴ボランティア連絡会 １２回開催 

４月 電話訪問３・４月報告、平成２４年度実績報告 

５月・６月 電話訪問報告、意見交換 

７月 電話訪問報告、暑中見舞状発送 

８月・９月・１０月・１１月 精神保健福祉士 久保 憲二さん助言、電話訪問報告、

意見交換 

１２月 精神保健福祉士 久保 憲二さん助言、電話訪問報告、

意見交換、年賀状発送 

平成２６年 

１月・２月・３月 

精神保健福祉士 久保 憲二さん助言、電話訪問報告、

意見交換 

 

●歳末たすけあい配分 

   支援が必要な世帯への見舞金の配布、福祉施設、団体等への活動を支援し、一時的に支援が必要

な世帯に、緊急に食糧を支給しました。 

○市内の準要保護世帯への見舞金（対象世帯：５６０世帯） 

○福祉施設、団体等への見舞金（２９施設） 

○一時的に支援が必要な世帯に、緊急の食糧支援（４５件） 

 

 

④行政・専門機関、福祉専門職との連携強化 

●社会福祉推進連絡会議の開催 

市健康福祉部との連携を深めるために毎月１０日前後に連絡会を開催しました。 

（参加者） 

市健康福祉部：副部長、社会福祉課長、地域福祉推進グループ長 

市社協   ：事務局長、課長、グループ長、専門員 

（協議内容） 

市社協の事業計画、市社協の事業進捗状況、市社協の来年度に向けての職員体制、市補助事業の

整理、予算執行状況、市の地域福祉活動の考え方、市の来年度事業、職員合同研修の持ち方、市社

協の財源状況、重点事業の確認、来年度に向けての社会福祉推進連絡会の持ち方 

 

●赤十字事業の推進(日本赤十字社滋賀県支部草津市地区事務局) 

日本赤十字の社資（社費や寄付金）募集や赤十字活動の普及を図 

り、赤十字の活動を支えるボランティアである草津市赤十字奉仕団 

の活動を支援しました。５月の赤十字月間には、「日本赤十字社『 

世界赤十字デー周知キャンペーン全県統一行動』」として、ＪＲ各 

駅において啓発活動を行いました。 
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●社会福祉援助技術現場実習 

人材育成の一環として社会福祉の専門家をめざす学生に実習の場を提供しました。 

大学名 人数 実習期間 

佛教大学 １名 ８月２０日～９月３０日（２８日間） 

福岡県立大学 １名 ９月 ４日～   ９日（ ５日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)市社協の基盤づくり 

 
①役員と事務局体制の強化 

●第三者委員会の設置 

苦情対応窓口を設置し、苦情解決の第三者委員を３人配置しています。 

 

●役員会の開催ならびに研修会の開催 

理事会・評議員会・正副会長会を定期的に開催すると共に理事等の地域福祉研修会を実施し、役

員体制の強化を図りました。 

【正副会長会】 

開催日 議 案 

第一回 ５月１７日（金） 

 

（理事会・評議員会議案検討） 

・平成２５年度新理事・評議員の候補者について 

・平成２４年度草津市社協報告について 

・平成２４年度草津市社協収支予算について 

第二回 

 

 

 

平成２６年 

 ２月２７日（木） 

 

（理事会・評議員会議案検討） 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会第２次補正について 

・草津市社会福祉協議会経理規程改廃について 

・平成２６年度草津市社会福祉協議会事業計画・予算案について 

（報告事項） 

(仮称)滋賀の縁創造センターの動向について 
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【理事会・評議員会】 

（理事会） 

開催日 議 案 

第一回 ４月 １日(月) 

(文書審議) 

・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

第二回 ５月２４日(金)  ・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

・平成２４年度草津市社会福祉協議会事業報告について 

・平成２４年度草津市社会福祉協議会資金収支決算について 

第三回  ６月 １日(土)  ・草津市社会福祉協議会会長および副会長の選任について 

第四回  ８月１２日(月) ・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会資金収支第１次補正予算について 

第五回 １０月２１日(月) 

(文書審議) 

・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

第六回 平成２６年  

１月 ６日(月) 

(文書審議) 

・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

第七回 平成２６年 

 ３月 ７日(金) 

 

・草津市社会福祉協議会評議員の選任につき同意を求めることについて 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会資金収支第２次補正予算について 

・草津市社会福祉協議会経理規程改廃について 

・平成２６年度草津市社会福祉協議会事業計画・予算案について 

報告事項 

・(仮称)滋賀の縁創造センターの動向について 

 

（評議員会） 

開催日時 議 案 

第一回  ４月 １日(月) 

(文書審議) 

・草津市社会福祉協議会理事の選任につき同意を求めることについて 

第二回  ５月２４日（金） ・草津市社会福祉協議会理事・監事の選任につき同意を求めることにつ

いて 

・平成２４年度草津市社会福祉協議会事業報告について 

・平成２４年草津市社会福祉協議会資金収支決算について 

第三回  ６月 １日(土) 

(文書審議) 

・草津市社会福祉協議会理事の選任につき同意を求めることについて 

第四回  ８月１２日(月)  ・平成２５年度草津市社会福祉協議会資金収支第１次補正予算について 

第五回 平成２６年 

３月２０日（木） 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会資金収支第２次補正予算について 

・草津市社会福祉協議会経理規程改廃について 

・平成２６年度草津市社会福祉協議会事業計画・予算案について 

報告事項 

・(仮称)滋賀の縁創造センターの動向について 
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【役員研修会】 

「第１回地域福祉活動ステップアップ講座」として、役員改選年度ということもあり、理事・監事・

評議員等に研修と市社協事業を実感していただけるように第２回ボランティアフェスティバル内で

実施しました。 

開催日：平成２５年９月７日（土） 

場 所：草津市社協２階研修室 

内 容：「あらためてみつめよう！地域福祉活動と社会福祉協議会の役割」 

講 師：京都ノートルダム女子大学准教授 酒井久美子さん 

 

●職員研修、職員会議の開催 

人権研修や地域福祉コーディネータースキルアップ研修を実施しました。 

また、職員会議では、毎月の事業の進捗状況を確認しつつ、草津市の地域福祉活動の展開や社会

福祉の動向等を意見交換する場をつくり職員同士の連携を図りました。 

○職員会議：毎月職員会議を実施し、事業進捗状況の確認や事業内容の確認など意見交換を実施し 

ました。 

○職員プロジェクトと職員研修の実施：今年度第 1回職員会議で協働のまちづくり・まちづくり協

議会と社協の関係についてと会費のあり方について検討するよう指示があり、市社協職員がプロ

ジェクトを編成し取り組むことになり、その取り組み報告と職員みんなで学習と検討をする機会

として職員研修を実施しました。２回目からは、市社会福祉課、市コミュニティ事業団の職員の

参加もあり、ともに学習する場になりました。 

・第１回：平成２５年１０月１０日（木） 

テーマ：市社協プロジェクト「社協活動推進における学区社協支援、まちづくり協議会との適 

正な関係づくり」中間報告～協働のまちづくりとその背景を考える～ 

参加者：市社協職員 

・第２回：平成２５年１２月５日（木） 

テーマ：社協活動推進における学区社協支援、まちづくり協議会との適正な関係づくりについ 

ての学習と検討に関する中間の報告 

地域福祉の推進、社協が捉える地域福祉… 

市社協で検討したまち協と学区社協・市社協の関係 

参加者：市社協職員、市社会福祉課職員、市コミュニティ事業団職員 

・第３回：平成２６年３月２４日(月) 

テーマ：市社協プロジェクト「社協活動推進における学区社協支援、まちづくり協議会との適

正な関係づくり」報告 

・社協のわかりやすいメッセージを作る。 

・あらためて、「何で“まちづくり”なのか」  

・確認すると「まちづくりは住民主体」「まち協は住民自治組織」 

・問われる市民の成熟と組織化  求められる市社協の促進力 

参加者：市社協職員、市社会福祉課職員、市コミュニティ事業団職員 
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●地球温暖化防止推進 

「ゴーヤーカーテン」を活用し、夏季のエアコン使用量の削減に努め、地球にやさしい取り組み

を市民に伝え、待機時消費電力の削減に努めました。 

   ミスプリントの削減やペットボトルキャップ、プルトップ、書き損じ葉書や使用済み切手の回収

に取り組み、エコ意識を高めました。 

 

 

②会員制・会費制の維持発展をめざす取り組み 
●「社協くさつ」等での情報公開 

    「社協くさつ」やホームページのみでなく、ＳＮＳの活用も含めて積極的に情報発信しました。 

 

●市社協会費 

【会員制度】 

    Ｈ25 年度 Ｈ24 年度 Ｈ23 年度 Ｈ22 年度 Ｈ21 年度 

一般会員 
30,792 世帯 30,718 世帯 33,355 世帯 32,846 世帯 32,908 世帯 

4,618,800 円 4,607,700 円 5,003,250 円 4,926,900 円 4,936,200 円 

賛助会員 
705.2 口 721.8 口 770.8 口 756.6 口 761.8 口 

3,531,000 円 3,609,000 円 3,854,000 円 3,783,000 円 3,809,000 円 

合計 8,149,800 円 8,216,700 円 8,857,250 円 8,709,900 円 8,745,200 円 

 

 

③地域福祉活動推進に要する財源確保 

●共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）運動の推進 

民間福祉事業の振興を図るために１０月１日から１２月３１日まで、全国的に展開される「赤い

羽根共同募金運動」を推進しました。 

赤い羽根共同募金 １１，３６０，６５０円 

歳末たすけあい募金 ６，０１０，５３６円 

総額 １７，３７１，１８６円 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入れ歯リサイクル 

入れ歯のリサイクルについて周知・啓発し、リサイクル箱を市民センターなどに設置し財源確 

保に努めました。 
 

 

 

 

集まった重量 金 額 

１６７．９ｇ １１，４８８円 
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●「社協くさつ」有料広告 

市社協広報紙「社協くさつ」に有料広告を掲載し財源確保に努めました。 

 ○広報啓発企業 

  ６月１５日号…木川営農組合、ＡＳＡ草津、㈱クサネン、セカンドライフサポート、テックウィン 

草津 

  ９月１５日号…木川営農組合、ＡＳＡ草津、マルキ印刷㈱、㈱ヒキタ事務機、いなだ社会福祉士事 

務所・稲田行政書士事務所 

  １１月１日号…木川営農組合、ＡＳＡ草津、マルキ印刷㈱、クサツエストピアホテル、いなだ社会 

福祉士事務所・稲田行政書士事務所 

  ３月１５日号…木川営農組合、ＡＳＡ草津、マルキ印刷㈱、いなだ社会福祉士事務所・稲田行政書 

士事務所 

 

 

●善意銀行・災害復興基金の活用と運用、寄附金の募集 

ボランティア基金の活用と運用、寄附金の募集 

【寄附金状況】 

寄附名 

Ｈ２５年度 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 Ｈ２２年度 

件

数 

寄附金額 件

数 
寄附金額 

件

数 
寄附金額 

件

数 
寄附金額 

社会福祉振興基金 15 363,002 円 11 245,698 円 26 696,912 円 39 1,602,953 円 

ボランティア基金 12 365,626 円 10 254,423 円 6 43,453 円 11 311,160 円 

善 意 銀 行 17 544,714 円 18 448,553 円 11 433,000 円 10 577,139 円 

災 害 復 興 資 金 13 588,750 円 13 657,300 円 2 60,000 円 3 2,038,000 円 

合計 57 1,862,092 円 52 1,605,974 円 45 1,233,365 円 63 4,529,252 円 

＊寄附物品状況：子ども用車椅子２台（54,000 円相当、63,000 円相当）含む 

 

 

 

④学区社協活動をはじめとした地域福祉活動支援 

●学区社協会長会の実施 

学区社協会長どうしの情報交換や福祉のまちづくりを推進する会議を実施しました。 

【学区社協会長会】 

日  時 協  議  内  容 

 ４月２２日（月） 

 

・市社協ならびに市健康福祉部の職員紹介 

・民生委員児童委員の一斉改選について 

・学区社協会長会会長、副会長の選任について 

・市社協理事、評議員の選任について 

・学区社協の総会資料の提出について 

・平成２４年度補助金実績報告ならびに平成２５年度補助金申請について 

・平成２５年度草津市同和教育推進委員の報告について 

・平成２５年度学区会長会年間計画について 
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 ５月２０日（月） 

 

・市社協理事ならびに評議員の就任承諾書と履歴書の提出について 

・平成２５年度福祉活動推進員育成講座の開催について 

・学区社協便覧の作成について 

・草津市社会福祉施設整備審議委員会委員の推薦について 

 ６月２１日（金） 

 

・平成２５年度草津市社協会費について 

・「第６３回社会を明るくする運動」の街頭啓発の協力依頼について 

・地域サロン補助金の交付について 

・各委員会の委員の委嘱について 

・第２回ボランティアフェスティバルについて 

 ７月２２日（月） 

 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会会長表彰の候補者の推薦について 

・平成２５年度赤い羽根共同募金運動協力依頼について 

・平成２５年度敬老会日程確認と封筒作成について 

・平成２５年度草津市社協賛助会費募集の予定について 

・平成２５年度草津市社会福祉協議会役員研修について 

 ８月２０日（火） 

 

・平成２５年度草津市社協一般会費について 

・平成２５年度共同募金運動協力依頼説明会の日程について 

・平成２５年度共同募金街頭啓発について 

・平成２５年度学区社協便覧の確認について 

・社協サロンのご案内について 

・高齢者介護者リフレッシュ事業について 

 ９月２０日（金） 

 

・草津市社会福祉功労者等表彰式典の出席について 

・敬老会対象者名簿の修正ならびに名簿の返却について 

・２０１３地域福祉活動フォーラムｉｎしがの案内について 

・学区社協便覧の配布について 

１０月２１日（月） 

 

・平成２５年度新規サロンの申請について 

・２０１３地域福祉活動フォーラムｉｎしがについて 

・平成２５年度社会福祉功労者等表彰者の確定について 

１２月１０日（火） 

 

・平成２５年度地域福祉活動ステップアップ講座の開催について 

・映画「遺体～明日への十日間～」の協力について 

・各学区で取り組んでいることや困っていることについての意見交換 

平成２６年 

 １月２０日（月） 

 

・平成２５年度福祉活動推進員育成講座修了者の報告について 

・平成２５年度賛助会費及び還付金の状況について 

・地域サロン代表者への送付内容と今後の予定について 

平成２６年 

 ２月２０日（月） 

 

・地域支え合い運送事業について 

・市社協プロジェクト「社会福祉の分野から取り組むまちづくり」報告について 

・平成２６年度学区社協補助金予定額について 

・平成２５年度共同募金学区別納入状況について 

・滋賀の縁創造実践センターについて 
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●学区社協活動共同募金助成支援 

地域の支えあい活動を推進するための３本柱の活動「福祉の土壌づくり」「活動の担い手づく

り」「個別援助活動」を支援しました。 

 

●学区社協ボランティア活動助成支援 

ボランティア活動を推進し地域での支えあい活動を支援するため、学区社協に対して活動助

成を行いました。 

 

●地域福祉コーディネーターよる学区社協活動支援 

１３学区すべてに地域福祉コーディネーターを設置し、１年間を通じて学区社協活動に参加

協力支援してきました。 

【学区社協支援活動状況（個別分）】 

社協 回数 

志津地区 ７ 

志津南地区 １７ 

草津学区 ８ 

大路区 ６ 

渋川学区 ７ 

矢倉学区 ５ 

老上学区 ３０ 

玉川学区 ６ 

南笠東学区 １１ 

山田学区 ３７ 

笠縫学区 １６ 

笠縫東学区 ３ 

常盤学区 ２ 

合  計 １５５ 

 

 

 

                                （志津南学区） 

 

 

 

 

 

 

●学区社協便覧作成  

学区社協便覧は、各学区の特徴や学区社協の活動状況がわかる 

ものとなっています。平成２４年度につづき、平成２５年度も各 

学区の住民福祉活動計画の進捗状況を掲載して、見直し・評価が必 

要な学区もある中、改めて計画について確認できるものとなりました。 

 

内容 回数 

協 力 １７ 

参 加 ４８ 

相 談 ６４ 

支 援 １４ 

依 頼 １２ 

合 計 １５５ 
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●福祉委員設置促進 

学区社協との協働により「福祉委員の手引き」をもとに学習会などを開催し、福祉委員活動がよ

り効果的に行われるよう支援しました。 

学区 開催日 講座（研修）名 依頼団体 参加人数 

南笠東  ６月１２日 
福祉委員研修 

南笠東学区社会福祉協議会 ２５人 
福祉委員活動の大切なこと 

笠縫  ６月２２日 

「笠縫地区福祉活動担い手づ

くり」懇談会 笠縫学区社会福祉協議会 ３０人 

福祉委員活動ってなぁーに？

老上  ６月２９日 
福祉委員全体研修会 

老上学区社会福祉協議会 ４５人 
福祉委員活動について 

玉川  ７月１７日 

学区福祉委員研修会 

玉川学区社会福祉協議会 ５０人 顔がわかる それが大切 わ

がまちの福祉委員 

笠縫  ７月２６日 
上笠地区福祉委員研修 

笠縫学区社会福祉協議会 ２５人 
福祉委員活動について 

山田 １１月１２日 福祉委員研修 山田学区社会福祉協議会 ４０人 

 

 

 

●サポートネットワーク 

サポートネットワーク事業は、学区社協で実施されている地域福祉懇談会を継続して実施す

るものとし、懇談だけでなく学習会や見守り・支え合う支援活動についての話し合いをすすめ、

学区・地区・区社会福祉協議会の関係者を中心に構成し、必要に応じて福祉や医療、保健の専

門職の参加も考慮し実施しました。 

 

学区社協 内  容 

志 津 開催日：平成２６年２月２２日（土） 

内 容：平成２５年度福祉交流会 

      ～あなたが選んだ福祉推進委員の関わりと今後について～ 

講 師：草津市社会福祉協議会 北村道和 

参加者：４０人（町内会長、自治会長、地区社協理事、福祉推進部会員 等） 

志津南 開催日：平成２６年２月２日（日） 

内 容：志津南地区地域支えあい活動研修会 

○認知症地域見守り研修 

講 師：長寿福祉課・松原地域包括センター 

○「志津南地区安心のバトン」導入研修 

報告者：志津南地区社協会長 

参加者：６０人（学区社協役員、民生委員児童委員、福祉委員 等） 
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南笠東 開催日：平成２６年１月１３日（月） 

内 容：南笠東学区ボランティア団体交流会 

     ～言葉ってあったかい。言葉って素敵だよ～ 

講 師：詩人 里みちこさん 

（講演会の後、南笠東学区社協より第二次住民福祉活動計画について説明） 

参加者：４８人（学区社協役員、民生委員児童委員 等） 

山 田 開催日：平成２６年２月１０日（月） 

内 容：山田学区の医療福祉を考える会議 

    ～山田学区の高齢者の現状について～ 

担 当：草津市地域包括支援センター 

参加者：３２人（医師、ケアマネ、地域包括、福祉委員、民生委員児童委員等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（南笠東学区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

（山田学区）     
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